
三

月期

覧く

【本件

三

調

〒

T

配布

三菱 UFJ リサ

期のＧＤＰ（1

ださい。

件に関するお

三菱 UFJ リサ

調査部 主席研

〒105-8501 東

EL：03-6733

布先 経済研究

20

サーチ&コンサ

次速報）予測

お問い合わせ

サーチ＆コンサ

研究員 小林

東京都港区虎

3-1070 E-m

究会

18 年 10

～内需中心

サルティング株

測～内需中心

せ】

サルティング株

林 真一郎

虎ノ門 5-11-2
mail：chosa-r

0～12 月

心に前期比

株式会社（本

心に前期比プ

株式会社

2 オランダヒル

report@mur

月期のＧＤ

比プラスに転

本社：東京都港

プラスに転じる

ルズ森タワー

rc.jp  

三菱

ＤＰ（1 次

転じるが伸び

港区、代表取

るが伸びは小

ー

菱 UFJ リサー

次速報）予

びは小幅～

締役社長：村

幅～」を発表

20
ーチ&コンサル

予測

村林 聡）は、

表いたします。

019 年 1 月 3
ルティング株式

「2018 年 10

。詳細は本文

31 日 
式会社

0～12

文をご



 

ご利用

（お問

 

調査

20
～内

 

2

圧力

の増

がマ

内

くため

期に

を大

名

大し

 

用に際してのご

問い合わせ）調査

実質ＧＤ

同 　

同　

内需寄与

個人消

住宅投

設備投

民間在

政府最

公共投

外需寄与

輸出

輸入

名目ＧＤ

同  

同 　

(注)内需

(出所)内

ＧＤＰデ

　　　　

査レポート 

018 年
内需中心に

月 14 日に内

力が剥落したこ

増加によって外

マイナス成長だ

内訳をみると、

め、内需の前

に自然災害の

大きく上回った

名目ＧＤＰも前

したと予想され

ご留意事項を最

査部   TEL：0

Ｐ

   (年  率

    (前年同

与度　　　　　

消費

投資

投資

在庫　　　　　

最終消費

投資

与度　　　　　

Ｐ

　  (年  率

   (前年同

寄与度、民

閣府「四半

デフレーター

　　(前年同

10～1
に前期比

内閣府から公

ことに加え、国

外需寄与度が

だったことを勘

、公共投資の

前期比への寄

の影響もあって

たため、寄与度

前期比＋0.3％

れる。 

最後に記載して

03-6733-1070

率) 

同期比) 

 (*)

 (*)

 (*)

率) 

同期比) 

間在庫、外需

期別ＧＤＰ速

同期比)

2 月期
プラスに転

公表される 201

国内需要が底

が比較的大き

勘案すると小

の落ち込みが

寄与度は大き

て落ち込んだ

度は大きめの

％（年率換算

いますので、ご

   E-mail：cho

7-9

0.7

2.7

2.1

0.1

－ 0.8

－ 1.8

1.7

0.4

0.2

－ 2.3

0.6

2.7

－ 1.0

1.0

4.0

2.3

0.2

需寄与度は実

速報」

2017年

期のＧＤ
転じるが伸

18 年 10～12

底堅さを維持

きめなマイナス

小幅の伸びに

続く一方で、

くプラスに転

だ反動もあって

のマイナスとな

＋1.1％）とプ

ご参照ください。

osa-report@m

10-12

0.4

1.5

2.4

0.5

0.4

－ 3.3

1.1

0.2

0.0

－ 0.6

－ 0.1

2.1

3.1

0.5

1.8

2.4

0.1

実質ＧＤＰに

年

 

 

ＤＰ（1 次
伸びは小幅

2 月期の実質

持していること

スとなるため

とどまる。 

個人消費、設

転じた見込みで

て輸出が増加

なった（寄与度

プラスに転じ、

 

murc.jp 

1-3

－ 0.3

－ 1.3

1.2

－ 0.4

－ 0.3

－ 2.1

0.4

－ 0.2

0.2

－ 0.5

0.1

0.5

0.2

－ 0.6

－ 2.2

1.7

0.5

に対する寄与

次速報）
幅～ 

質ＧＤＰ成長率

とからプラス成

、伸び率は前

設備投資が前

である（寄与度

加したが、底堅

度は－0.4％）

ＧＤＰデフレ

4-6

0.7

2.8

1.4

0.8

0.7

－ 1.9

2.8

0.0

0.1

－ 0.5

－ 0.1

0.3

1.0

0.5

2.1

1.4

0.0

与度

2018

）予測 

調査部 

率は、自然災害

成長を回復し

前期比＋0.2％

前期比プラスに

度は＋0.7％

堅い内需を反

。 

ーターは前年

前

7-9

－ 0.6

－ 2.5

0.0

－ 0.5

－ 0.2

0.7

－ 2.8

0.0

0.2

－ 2.0

－ 0.1

－ 1.8

－ 1.4

－ 0.7

－ 2.7

－ 0.3

－ 0.3

8年

20

主席研究員

害発生による

したと予想され

％（年率換算

に転じ、住宅

）。一方、外需

反映して輸入

年比－0.5％と

期比（％）

10-12

0.2

0.9

－ 0.1

0.7

0.6

1.3

2.3

0.0

0.2

－ 1.5

－ 0.4

0.9

3.5

0.3

1.1

－ 0.5

－ 0.5

019 年 1 月 3

員 小林真一

る一時的な下

れる。ただし、

＋0.9％）と、

宅投資の増加

需については

入の増加幅が

とマイナス幅

1 / 2 

31 日 

郎 

下押し

輸入

前期

が続

は、前

がそれ

幅が拡



 

ご利用

（お問

 

①

を

財

②

と

③

期

比

④

⑤

引

⑥

前

⑦

も

般

と

⑧

の

り

 

－ ご

 

 

 

 

 

用に際してのご

問い合わせ）調査

需要項目別

① 実質個人

個人消費

を受けて旅行

財消費も増加

② 実質住宅

先行する住

とが反映され

③ 実質設備

人手不足

期に落ち込

比にプラス

④ 実質在庫

実質ＧＤ

⑤ 実質政府

医療費な

引き続き緩や

⑥ 実質公共

一部で自然

前期比で減少

⑦ 外需（前

実質輸出

もあって落

般機械類を

となった可能

⑧ ＧＤＰデ

ＧＤＰデ

のの、消費者

り、全体では

ご利用に際して

本資料は、信

せん。 

また、本資料

本資料に基づ

身でご判断くだ

本資料は、著

チ＆コンサル

本資料の全文

ご留意事項を最

査部   TEL：0

別の動向は

人消費（前期

は、自然災

行などのサ

加している

宅投資（前期

住宅着工件

れ、住宅投

備投資（前期

に対応する

んだ反動も

に転じてい

庫投資（前期

Ｐ成長率に

府最終消費支

どを中心に

やかな増加

共投資（前期

然災害から

少が続いた

前期比実質寄

は、海外需

ち込んだ反

中心に実質

能性が高い

デフレーター

フレーター

者物価指数

は前年比－0

て －  

信頼できると思わ

は、執筆者の見

づくお客様の決

ださいますようお

著作物であり、著

ティングと明記

文または一部を

最後に記載して

03-6733-1070

は以下の通り

期比＋0.6％

害発生によ

サービス消費

ことから、

期比＋1.3％

件数は足元で

投資は 2 四半

期比＋2.3％

ための省力

加わって、

いる。 

期比寄与度

に対する在庫

支出（前期

に政府サービ

加基調を維持

期比－1.5％

らの復旧・復

た公算が高い

寄与度－0.

要が弱含ん

反動もあり、

質輸入の増加

い。 

ー（前年同

ーは、資源価

の伸び率縮

0.5％とマイ

われる各種デー

見解に基づき作

定、行為、及び

お願い申し上げ

著作権法に基づ

記してください。 

を転載・複製する

いますので、ご

   E-mail：cho

りである。 

％） 

よる一時的な

費が持ち直し

2 四半期ぶ

％） 

では横ばい圏

半期連続で前

％） 

力化投資の増

前期比でプ

横ばい） 

庫の寄与度は

比＋0.2％）

ビスに対する

持していると

％） 

復興需要がみ

い。 

4％、実質輸

んでいること

増加に転じ

加幅がそれを

期比－0.5％

価格の下落を

縮小を反映し

イナス幅が拡

ータに基づいて作

作成されたもので

びその結果につ

げます。 

づき保護されてい

る際は著作権者

ご参照ください。

osa-report@m

な下押し圧力

したことや、

ぶりに増加し

圏で推移し

前期比プラ

増加、五輪関

プラスに転

は横ばいと

） 

る需要が増加

と思われる。

みられるも

輸出：前期

とを背景に勢

じたと見込ま

を大きく上

％） 

を反映して輸

して個人消費

拡大したと

作成されていま

であり、当社の

ついて、当社は

います。著作権

者の許諾が必要

 

murc.jp 

力が剥落し

、堅調な自動

したと見込

ているが、4

スとなった

関連需要や

じたと予測

なった見込

加基調にあ

。 

のの、全体

比＋0.9％、

勢いは鈍っ

まれる。一

回ったため

輸入デフレ

費デフレー

考えられる

ますが、当社は

の統一的な見解

一切の責任を

権法の定めに従

要ですので、当

たことに加

動車や家電

まれる。 

4～6 月期に

と予想され

研究開発投

される。同

込み。 

ることから

体を押し上げ

実質輸入

ているが、

方、内需の

、外需寄与

ーターの上

ターの上昇

る（季節調整

その正確性、完

を示すものでは

負いません。ご

従い、引用する際

社までご連絡く

加え、好天が

電需要に支え

に一時的に持

れる。 

投資による底

同期の資本財

ら、政府最終

げるには力不

：同＋3.5％

前期に自然

の底堅さを反

与度は大きめ

上昇幅が縮小

昇幅も大きく

整値では前期

完全性を保証す

はありません。 

ご利用にあたっ

際は、必ず出所

ください。 

が続いたこと

えられて耐久

持ち直したこ

底上げに、前

財出荷も前期

終消費支出は

不足であり

％） 

然災害の影響

反映して、一

めのマイナス

小しているも

く縮小してお

期比横ばい）

するものではあ

っては、お客様ご

所：三菱ＵＦＪリサ

2 / 2 

と

久

こ

前

期

は

、

響

一

ス

も

お

。 

ありま

ご自

サー


